
京都市公営企業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例（平成２８年３月３０日京都市条例第   号）（行財政局人事部給与課） 

  国における制度の見直し等を踏まえ，公営企業職員の給与について，次の措置を講じ

ることとしました。 

 １ 管理又は監督の地位にある職員で管理者が定めるものが，災害への対処その他の臨

時又は緊急の必要により勤務を要する日の午前０時から午前５時までの間であって正

規の勤務時間以外の時間に勤務した場合に，管理職員特別勤務手当を支給することが

できることとします。 

 ２ その他規定を整備します。 

  この条例は，平成２８年４月１日から施行することとしました。
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 京都市公営企業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す

る条例を公布する。 

  平成２８年３月３０日 

京都市長  門 川 大 作 

京都市条例第  号 

   京都市公営企業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部 

   を改正する条例 

 京都市公営企業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を次のよ

うに改正する。 

 第１２条中「臨時又は緊急の必要その他の公務の運営の必要により勤務を要しない日に

勤務した」を「次の各号のいずれかに該当する」に改め，同条に次の各号を加える。 

   臨時又は緊急の必要その他の公務の運営の必要により勤務を要しない日に勤務した

場合 

   災害への対処その他の臨時又は緊急の必要により勤務を要する日の午前０時から午

前５時までの間であって正規の勤務時間以外の時間に勤務した場合 

 第１５条第２項中「，第４条の３」を削る。 

   附 則 

 この条例は，平成２８年４月１日から施行する。 

（行財政局人事部給与課） 
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